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Iめ
す
に
'セ

お

か

な

い

。

か
く
じ
て
、
、

本

に

：
お
け
る
，生
鹿
力
の
發
展
，が
そ
れ
に
と
，も

な

つ

て

お

し

す

す

め

る

「

農
. 

M
唐」

’
の
，.分
解
が
；
.ラf

n
i

お
い
て
，、
•
そ

の

發

展

に

と

も

な

つ

の
‘、

9

ぇ
に
作
ザ
す
，る
封
建
的
な
乃
至
は
半
；̂
避
的
な
謙
關
係——

 

ト
の
集
^

表
现
と
し
て
の
齋
的
地
生
的
士
地
所
ポ
—

を̂
ま
す
ま
ず
辦
推
と
感
ぜ
'ざ
る
を
撒
な
い
と
い
う
こ
ふ
、
ま
た
他
方
に
お
い 

て
"
‘
.
農
業
鉱
^

の
興
隆
と
i

と
の
’交

流
を
力1

ま

乂牛
：；

的

小

作

制

鹿

の

も

と

に

，、
、
託
木

M
的

な

牧

取

加'、I

ぼ<

半
®

的

. 

.

U
取
*

f

l

.じ
て

パi

’
l

、て
，
/

f

来

プ

.
リ

タ

リ

ァ

乃
J

 

s

i

 

土
，廣
有
が
ぞ
の
性
格
を
.端
的Ĵ

l:

小
♦
つ
つ
あ
る
と
い
‘ゼ

y

と
*、
，レ
の
'や
う
な
搏
實
の
、っ
ちi

T

みられる民

#」

，
の
分
解
が
、

S

 

泡
機
をr
*

造
的
危
機」

，

y
-
p

し
め
る
#
域
に
ょ
こ
た6

’

るr

泡
機」

め
；

is

{態
’で
Iあ
ウ
レ
.の
で
あ
る
。
：が
く
し
て
'• 

A紫
泡
機
はr

桃
造 

的
，危

機

」

ユ

し

て

理

解

さ

れ

な

け

れ

ぱ

な

ら

^
:い̂
>
0 

,
 
;一
 

!
 

.
 

!
f 

• 

/
 ,
 

,
 

*

.常

面

の「

危

機」

’\

生
産
M

係
め
構
過
的-危
.
で
；̂
る
か
’、ぎ

り

、
，：
そ
こ
に
展
，示
，さ

れ

る

.
^
’

の
は
牛
：
廣

悪

循

f
g

に
外
な
ら
な
い
。W

し 

職
後
-に
ぉ
け
'る 

論
；

0

 
诚
開
/ 

' 

’/
 
:

.

ン
/ 
r
 

: 

‘
 

-

,

,lil 

O

b
 え〕

•
;

.

が

；

が

，

れ

^

^

デ

ね

？

^

;

^

す
お

-れ f

Z){
h

fI?

:-'J

I

パ

，

、

ご

，
ご

パ

一



IJi

,

r/
，
' 

:v->::

職
後
に 
お ’ ., 

け 
る’.
m
紫，

I、
の
展'
m/

四

〈

.ニI! 

'
0

〕

，
て

そ

れ

が

f

危
機」

で
あ
る
と
い
ゎ
仏
る
！̂
、

i
s

は
.

の

解

體

：か

そ

の

實

態

を

.な
し
て
い
る
ど
こ
ろ
に
存
し
た.の
で
あ
づ
'た
。
そ
の
か
ぎ 

り
に
お
い
.て
，
、
’こ
：こ
‘に
"j~

危
‘職」

解
決
€
方̂
^
1と
方
策
と
が
.み
^
£
>れ
^
<ゎ̂
け
で
か
る
。
日
本
資
主
義
の

J

環
と
し
て
農
業
逸
機
が
い 

を

る
場
合
に
も
•
.
そ
の
；；̂
機
の
實
態
は
：}
^
の
や
ぅ
な
農
業

4
j

產

關

係

，
の

一：

解

體」

、
に
'
緊

る

と

い

、，v
〕

と

で

あ

つ

た
0
.
そ

し

て

こ

こ

に
 

■
TI:

環
と
ル
て」

い
れ
.i

f
等
S
, 

4
^
4
は
、
日
衣
農
業
に..お

：
^
:
る

半

封

建

的

i
地
所
有
、、
零

響

軸
'
:
畫̂

義

に

對

し

、
て
‘
も

つ 

栽
底
的
な
意
義
に
關
し1
:
;
^
い
、ゎ
れ
て
い
，た
の-で
あ
：
^
0 

た
が
，つ
て
、
そ
の
，

r

解
體」

、がT

構

造

ぎ

震

：f

t
て
I

と
さ
れ
て
い
る
、

間
題
で
あ
る
'と
が
ぅ
點
に
お
い
て"G

I

本
資
本
主
義
の
危
機
の，
^
,り

か

た

わ

，
規

定

し

-
、
し

た

が

つ
，

K

ま
農
業
.
の

nif

主
1

化

、
の
方
向 

を

，
い

か

な

る

形

に

お

-い
て
ハ
.
ざ
た
い
か
な
る
主
導
力
の.
と
に
.、

お
レ
す
や
、め
ら
る.，ベ
す
か
を
規{}J{^

る
{
の
で
も
あ
つ
た
の
で
ら

♦
リ
...'
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'
. -■ 

■ 

K
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■
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-

-
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:

-
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*

想

せ

地

所
#
制=

半

農

蔬的
！；？

1

P

S

S、

的
-
農̂
奴
制
的
日
本
资
本
主s

'
基轰おとして現はれる？

」

-

太郞
 

r

日
参
本
ま
あ
分
折」

1

八
i
'
y 

\
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,

、

-

1' 

-

,

.

‘
一
' 

、

C
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ご

•
,
.
. 
-
y
\
,マ
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へ 

‘
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メ
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A
;
、

.
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:

.
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'
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.

’
；

.

.

.
；
.
.
.
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-
. 

V
.
.
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'
:
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.

.

.

.

.
-

、
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マ
：

、
/
, 

-
. 

-
.
.
.
;
„ 

.

.

.
v
, 

V
.
.
.
-
.
-
.
:
'
.
.

レ

：-厂
.ゾ

.

.

.

.

;

.

'

.

.

.
 

.

，
に
い
.レ
-
.ベ
：-

.
-
-
.

:

.
*
.
.
.
.
.

、
.：

..ソ.

....

ン
、

.

.

. 

- 

V
.
:
.
'

.

要
な
‘
S

T
し

小

生

産

者

の

分

服

を

指

摘

し

で

ゐ

る

が

、
こ
の
こ
と
：は
さ
は
‘め
5

訓
的
で
あto

」

c

r
一一
 

ンn 
ロ
シ
ァ
S

け
ろ 

資
本
®
的
^
産
階
級
の
形
成
の̂

程
'で
あ
':

=
\
.

蓝
接
まg

者
か
ら
生
産
乎
ほ
の
分
離
の
過
租
で
あ’る
。
を
し
で
ま
た
、
こ
の1
巧
：̂
農
業

.

i

パ：

-/til

、
ぃ
、-ボ
，；
へ'
 

,.:

ぜ，
.；
. 

‘

ハ
：：
：
；
‘.
，
ニ-.
,
.
.
.

:，レ
：

、
：
■

■

灘

 

■

園

®

P

M

i

;嚴

養

.風
 

■

一'

:

■

ぎ
に
、

i
s

揚i
-

i

レ
て
ゐ
ぷ.」

(

同
上
’

が
ゆ
え
で
，̂
る
。
そ
じ
'て
、
農
業
の
商
ロ1
生
廣
^
の
轉
化
は
、i
農
業
に
お
け
る
資
本
ホ
：義
の 

發
替
の
®

^

發
黏
に
外
な
ら
な
い
。
た
だ
、
農
業
の
木
性
の.も
の
"に
よ
マ
て
、
そ
れ
の
ぐ
品
生
奪
へ
の
轉
仏
は
.
一
の
t

な
.
：丄
業
の 

そ
れ
と
は
異
な
る
道
を
た
ど
る-。
，
加
工
.産
業
は
、
專
ら
一
生
淹
物
も
し-ぐ
は
部
分
生
産
物
、の
生
産
に
奉
牡
サ
る
個
々
b

完
全
に
獨
立
せ
る

ユ一；

部
！̂

;
;

一： '̂
:ザ

；！̂
：

資

ー

ホ

：̂

ぐ
：：，̂

?
^

:
^

を離
？；： g

あ
.

.

格̂
瓶
；̂

;
^

#
讓

§

の
！̂

.

■

ぼ§
|§

懦
歡

■

露

重

&

に

益

な

：ゎ

"
物
に
從
屬
せ
し
め、

.れ
る
？

る
。
そ
れ
ゅ’え
.

業
的
農
業
の
.特
锻
は
' 

にS
K

の
地
方
に
お
ぃ
て
の
み
な
らt

、
ま

た

®

?

、
S

 

、

輕

營

に

も
I

V

て

變

化

す

る

、
わ

こ

ろ

tの

そ*の
1
'ゆ

態

か

.
，
；

 ̂

Aじ
る
し
く
多
様
な〕

と

で
あ
る
0.

」
(

同
上
三
九
六
贾〕0

も

つ
と
，，̂
0务
業
の
.發
展
に 

と
つ
てr

根

本

的

な

特

徽

、
は

、

群

讓

が

.た
え
す
ま
'す
ま
す
商
凍
，的
、<金

業

§
:
^
:
|
'

’；
：
？
>
,
^
^
つ

ウ

あ

る

こ

と

で

あ

る

」
(

同

上

三

九

五
S

と

い

つ 

て

も

、「

露
^
^經̂

營

に

あ’づ

て

は"
こ

の

現

象

を

確

，
認

す

，
る
/
こ

と

は

よ

ク

困

難

で

あ

る

。

：

す
な
わ
ち
第
‘
'一
に
、
貧
勞
働
の
使
用
は
農
村
小 

プ
ル
ジ
•
"ア
ジ
’
1
の
絶
對
的
な
必
修
的
な̂

標
で
..；な̂
い
か
ら
で
，
^
,
:
^
,
;
:
:
:

第
二
に
、
農
村
小
プ-ル
ジ
ョ
ア
は
幾
务
ひ
過
渡
的
階
級
に
よ'

®

の
ぅ
シ
に
農
村
プ
ル
ジ
ョ
ナ
ジ
農
村
プ
パ
レ
；ク
リ
ア
L
ト
と
を
區
別
し
な
い
請
理
論
が
轨
勸
に
世
/に
行
わ
れ
る
お
斬
な
原
®
の
一 

つ
、で
f

 

O
J 

(

2

)

0
い

づ

れ

に

資

泳

主

義

は'「
i
p
f
に
， .

と
く
-に
緩
慢ii,

•か
つ
き
わ
め
て
〒
雜
多
な
形
態
を
と
つ
て」

で

あ

ら

~

 

ぅ

と

も

、
で
廣
潤
け
る

」

ハ
同
上’

n
p
s
l
r
o

五
5

0

,

i民

層

の

內

都

に

お

け

る

韻

濟

的

1
#̂

屑

の

總

體'は，、
ぃ
わ
ゅ
農
民
層

.の
分
解」

- 

構
成
す
る
の
で
る
か1

,

こ
こ
で
はr

奮
農
民
•層

せ

、
も

は

や

，

『

分
化』

：す

た
'
^

1;:̂

は
な
：い
。
そ
れ
は
完
お
に
冗
解
し
、
か
か
る
も

.

■

■
霊

■
ま

§
®
:
i
M

麗

濃

纖

i
i

暴

i

■

■

園

服

：霊

鬚#
販
^

.

,
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後
，
g ホ
げ
る
廣
.
%理
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1
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春:,

i

後
に
ポ：̂

る
農
業
服
論
の
展
開
：

魂

#•

：.

-1

.
六
 

s'
ニ b

ぶ

す
朔
ポ
の
農
ポ
人n

に

ま

て

，
完
全
に
駆
遂
さ
れ
る
こ
を
ら
の*
型
は
、、'農
射
ブ
ル
ノ：

r

f
 Gi

i

と
し
て
小
プ
ル
ジm

ァ
皆

落
'*!;!̂

ズ
>
.レ

タ

.
，=
'
.
ア

1
ト
ぺ
す
な
-

^
囊

商

品

生

産

#
の
階
級▲

業
貧
銀
勞
働
者
の
階
級
と•で
あ

る

ピ(

同
上一

九
九
5

。
そ

し

て

、./
:こ
ル
®
類

型
.
共̂

通

の

鶴

層

は

、
‘

も

ちto、

ん：、
.

こ
'れ
等
の
經
營0
商
品
糊
お
よ
，び

蕃

的

な

性

質

で

t

o\ 

、
.

，

r
®

民
層」
’
の
分
解
を
.
た̂
ら
す
も
の
-は
、
上
，述

の

と

く

，
農
業
へ
の
商
品
經
濟'仏
’浸
透
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
そ
こ
み
ら
れ

と

土
^

^

の
®

^
ヶ

結

係

は

ま

た

、
そ
の
分
解
の
仕
方
を
特
徵
づ
け
：b
o
. 

I
が
ど
の
よ
ぅ
な
程
度
ま
で
奮
生
廣
方
法

.き
■
.
サ
し
め
い
る
に-
た̂
ぷ
.か
は
ま
つ
舊
生
產
方
法
タ
歷
風
さ
と
內
部
的
蔽
織
の
や
か
ん
と
に
か
か
わ
-る
こ

'と
で
み
力
、
し
た
が
つ
て
、

，
二
.の
，旅
P
過
碑
か
か
か
な
か
緒
嚴
に.，歸
着
オ
る
-ふ
.

M
言
す
れ
：ば
、i

,
の
生
産
方
、诚
か
わ
つ
て
い
か
な
る
為
生
#

法
ル
あ
ら
，わ
れ
て

と
*""

ぅ
こ
と
は
‘

商
,
■
^
體
一
に
か
か
わ
る'間

で

.は
な
く
、
.韻
生
，産
方
法
そ
，の
，も
、の
の
性
質
い
か
ん
に.
^

4

わ
る
間
題
で
あ
る
。

だ

資

本

お

よ

び

高

利

貸

資

木

は

歷

-
3
®

に
は
つ
，ね
に
廣
榮
資
本
の
成
立
-

12:1̂

行
し
、
を
の
論
理
败
な
か
つ
必
然
的
な
前
提
條

件

を

盤
*

る̂
も
の
.で
.
ミ̂

、.，そ
れ
自
體
と
し\

置

業

資

本
.
す
な
.わ
ち
資
本
家
御
な
生
産
，の

成

立

に

と

を

分

な

前

提

條

件

で
は
な
•い
。
か
ぇ
"つ
て
‘、

S
3
P
2

お
け
る
商
業
資
本
と
高
利
貸
資
木
と
の
孤
立
し
た
纖
展
は
梟
民
層
の
分
解
を
抑
止
す
る」

(
「

i

€

!

ご
.
五

そ

し

て*

商
業
廣
本
-
^高̂
利
贷
資
本
が
、

本
農-ま
に
お
、い
て'
-

j
g

民
厳
の
分
解
を
，い
か
に
.お
し
す
す
め
て
い
る
か
は 

「

第
.實
上
の
問
題」

-
で
あ
^

^

‘
.
. 
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. 
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\
 

I
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：

一.
.ゴ
、

，：̂
,

甜
搞，r

日
ネ
j
業
に
お
け
る
階
級
摇
成J.CJ

潮
流」

，昭
和
二
十
ニ
年
四
•
五
月
號
所
載〕

參
服
0
. 

. 

,

ぐ

に

、
，遭
^
!
お̂
^
る̂
資
本
主
、1*の̂
錢
達
は
"
ら

ぢ
か
そ
の
端
お
い
て
み
い
だ
す
所
有
を
そ
れ
に
.適
應
す
る
も
の
.

を
なJ

O

て
ゐ
る
す
俘
キ
も
，

-
y

に
お
いP,

は

農

民

，を！ $

ぴ
小
作
制
魔
の
も*と
，に
*
-地̂A

J
^

び
つ
，：̂
る
。
を
れ
は
，ま

ほ

筋
乏
か
ら
の

I
借
地
す
め
P 

r
r

生

，活

費

』

を

か

せ

ぎ

出

す

た

，め

の

借

地

J

で
あ
る
。
こ.の
-ょ
、つ
な
も
の
どA：>

て
そ
れ
は
，「$

g
路
營
一
の{T

八a
ポ」

^

.

.

. 

#
ま
：職
止
的
條
件
と
な.る
と
’と
も
に
‘、
，ま
た
t
^
sれ
；.は
ギ
王
を
し
、T
ン
そ
の
系
譜
にP

た
ガ
ウ
て
、
あ
る
.い
は
農
奴
主
的
な
い
ゐ
る
い
は
商 

人

•

高
利
'
的̂

な

あ

る

，い
，̂中
小H

業
、

ffl

的
な
、
等
、.々

の

性

得

を

が

ら

、
寄
生
：
^
せ
し
か
て
い
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